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は
じ
め
に

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
な
ど
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
酒
（=

ア
ル
コ
ー
ル
）
は
、
私

た
ち
の
生
活
や
食
文
化
な
ど
と
も
深
い
関

わ
り
が
あ
る
伝
統
的
な
嗜
好
品
で
す
。
ま

た
、
購
入
時
に
は
酒
税
が
課
さ
れ
、
国
家

財
政
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
国
税
庁
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の

酒
税
は
１
兆
３
，１
１
０
億
円（
２
０
１
８

年
）
に
の
ぼ
り
、
国
税
収
入
の
2
・
1
％

を
占
め
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
消
費

量
は
、
成
人
1
人
あ
た
り
年
間
80
・
5

Ｌ
（
２
０
１
７
年
度
）
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
１
９
９
２
年
度
の

１
０
１
・
8
Ｌ
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
飲
酒
は
生

活
習
慣
病
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
身
体

疾
患
等
の
健
康
障
害
の
リ
ス
ク
要
因
に
な

り
ま
す
し
、「
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
摂
取
す
る
こ
と
が
や
め

ら
れ
な
い
」
と
い
う
依
存
性
を
有
し
、
使

用
者
に
身
体
的
影
響
だ
け
で
な
く
、
精
神

的
、
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
効
果
と
依
存
症

　

飲
酒
を
す
る
と
、
皮
膚
血
管
が
拡
張

し
、
人
に
よ
っ
て
は
顔
が
赤
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
気
分
が
高
揚
し
、
上
機

嫌
・
多
弁
に
な
り
、
楽
し
い
気
分
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
急
性
効

果
に
よ
り
中
枢
神
経
系
の
抑
制
が
外
れ
る

た
め
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
血
中
濃
度
で
い
う

と
、
10
〜
50

mg
／
dL
程
度
で
す
が
、
さ
ら

に
飲
酒
し
て
血
中
濃
度
50
〜
１
０
０
mg
／

dL
に
な
る
と
、
運
動
失
調
や
言
語
障
害

（
呂
律
が
回
ら
な
い
）
と
な
り
、
２
０
０

mg
／
dL
程
度
で
は
千
鳥
足
や
傾
眠
、
そ
し

て
４
０
０
mg
／
dL
を
超
え
る
と
、
意
識
消

失
、
感
覚
刺
激
や
反
射
の
減
退
・
消
失
が

出
現
し
て
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
な

り
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
死
に
至
る
危
険

す
ら
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
に
よ
り
消
化
液
分
泌
が
促
進
し
、

食
欲
が
増
し
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
る
と
胃

粘
膜
が
損
傷
し
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
し
て

寝
つ
き
は
良
く
な
り
ま
す
が
、
か
え
っ
て

眠
り
が
浅
く
な
り
、
途
中
で
目
が
覚
め
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
飲
酒
量
が
増
え
る

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
身
体
の
適
応
（=

耐
性
）が
起
こ
り
、こ
の
状
態
で
ア
ル
コ
ー

ル
使
用
を
中
止
ま
た
は
減
量
す
る
と
、
手

指
の
ふ
る
え
（=

振
戦
）、
精
神
病
症
状

や
知
覚
症
状
、
発
作
や
振
戦
せ
ん
妄
な
ど

の
特
徴
的
な
身
体
症
状
、
精
神
神
経
症
状

（
＝
離
脱
）
が
出
現
し
ま
す
。
そ
の
他
、

悪
心
・
嘔
吐
な
ど
の
胃
腸
症
状
、
不
安
、

過
覚
醒
、
発
汗
、
顔
面
紅
潮
、
瞳
孔
散

大
、
頻
脈
、
高
血
圧
な
ど
の
交
感
神
経
が

過
活
動
と
な
り
、
こ
の
不
快
な
症
状
を
や

わ
ら
げ
る
た
め
に
、
さ
ら
に
飲
酒
し
、
ま

す
ま
す
飲
酒
が
や
め
ら
れ
な
く
な
り
、
結

果
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
の

で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
健
康
障
害

　

飲
酒
に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
過
量
飲
酒
す
る
と
、
肝
臓
に
中

性
脂
肪
が
蓄
積
し
て
脂
肪
肝
と
な
り
、
さ

ら
な
る
飲
酒
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

や
肝
硬
変
が
進
行
し
ま
す
。
肝
臓
は
障
害

さ
れ
て
も
症
状
が
あ
ま
り
目
立
た
な
い
た

め
、
病
状
が
進
行
す
る
ま
で
問
題
に
気
づ

き
に
く
い
場
合
が
多
い
で
す
。
長
期
間
の

大
量
飲
酒
で
は
、
食
道
炎
、
胃
炎
、
胃
潰

瘍
、
膵
炎
、
膵
機
能
不
全
、
膵
癌
、
食
道

静
脈
瘤
（
血
管
の
コ
ブ
、
破
裂
し
て
大
量

出
血
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
）、

血
圧
上
昇
、
脂
質
代
謝
異
常
、
心
筋
梗
塞

や
脳
血
管
障
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、
食
道
、

肝
臓
、
大
腸
、
女
性
の
乳
房
の
発
癌
の
リ

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
防
止
対
策

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
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り
、
控
え
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
強
制
力

は
な
い
の
で
す
。
最
終
的
に
、
自
分
の
健

康
を
守
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
を
未

然
に
防
ぐ
の
は
、
個
々
人
の
行
動
変
容
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

　

お
酒
は
適
量
で
あ
れ
ば
、
人
付
き
合
い

を
円
滑
に
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

な
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
飲
み
過
ぎ
る
と
、
身
体

に
様
々
な
健
康
障
害
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
飲
酒
運
転
な
ど
の
社
会
問
題
に
も
繋

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

何
事
も
や
り
過
ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
各

自
が
考
え
、
健
康
的
な
飲
酒
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
時
の
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
例
示
し
ま
す
の
で
、
今
後
の
お

酒
と
の
付
き
合
い
方
の
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

○

飲
む
時
だ
け
お
酒
を
買
い
ま
し
ょ
う

○

飲
む
ス
ピ
ー
ド
を
で
き
る
だ
け
遅
く
し

ま
し
ょ
う

○

飲
む
前
に
な
に
か
食
べ
て
お
き
ま
し
ょ

う

に
該
当
す
る
人
の
割
合
は
、
２
０
１
３
年

で
、
男
性
14
・
4
％
、
女
性
5
・
7
％
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
３

年
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本

法
が
成
立
し
、
本
法
律
に
基
づ
い
て
、

２
０
１
６
年
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策

推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
政
府
が
取
り
組
む

べ
き
重
点
課
題
と
し
て
、

①

飲
酒
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
の

普
及
を
徹
底
し
、
将
来
に
わ
た
る
ア
ル

コ
ー
ル
健
康
障
害
の
発
生
を
予
防
す
る

②

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
関
す
る
予
防

及
び
相
談
か
ら
治
療
、
回
復
支
援
に
至

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
整
備
す

る

　

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
都
道
府

県
に
対
し
て
も
、
基
本
計
画
の
策
定
を
努

力
義
務
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
新

潟
県
で
は
、
２
０
１
９
年
新
潟
県
ア
ル

コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
に
つ

い
て
普
及
啓
発
を
行
う
等
と
し
て
い
ま

す
。
政
府
や
自
治
体
は
、
飲
酒
に
つ
い
て

様
々
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
明
記
し
て

い
ま
す
が
、
国
民
に
飲
酒
を
や
め
さ
せ
た

忘
症
候
群
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
コ
ル
サ
コ
フ
症
候
群
は
不
可
逆
的（=

元
に
戻
ら
な
い
）
で
あ
り
、
進
行
す
る
と

完
全
に
回
復
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

　

２
０
２
０
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
中
で
大
流
行
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
政
府
や
各
自
治
体
が
検

疫
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
予
防
や
医
療
体

制
の
整
備
な
ど
、
国
民
の
生
命
や
健
康
を

守
る
た
め
に
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
も
、
こ
の
よ

う
な
感
染
症
対
策
と
同
様
に
、
公
衆
衛
生

の
問
題
と
し
て
政
府
が
様
々
な
対
策
を

と
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
飲
酒

に
伴
う
健
康
障
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

平
成
25
年
度
よ
り
「
健
康
日
本
21
（
第
二

次
）」
を
中
心
に
、
飲
酒
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
や
未
成
年
の
飲
酒
防

止
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

飲
酒
量
を
、
男
性
が
純
ア
ル
コ
ー
ル
換
算

で
40
ｇ
以
上/

日
（
5
％
ビ
ー
ル
換
算
で

１
，
０
０
０
ml
以
上
）、
女
性
が
20
ｇ
以

上
／
日
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準

ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
量
か
つ
長
期
間

の
飲
酒
で
は
様
々
な
身
体
へ
の
影
響
が
み

ら
れ
る
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
物
忘
れ
（=
記
憶
障
害
）

　

長
期
間
の
飲
酒
に
よ
り
、
記
憶
障
害
や

思
考
障
害
な
ど
認
知
機
能
が
低
下
し
ま

す
。
断
酒
す
れ
ば
、
認
知
機
能
は
徐
々
に

改
善
傾
向
を
示
し
ま
す
が
、
残
存
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
頭
部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等

の
画
像
所
見
で
は
、
脳
室
の
拡
大
や
大
脳

皮
質
の
萎
縮
を
認
め
ま
す
。
長
期
間
、
酒

ば
か
り
飲
ん
で
食
事
を
摂
ら
な
く
な
る

と
、
栄
養
不
良
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
様
々
な

栄
養
素
の
吸
収
が
阻
害
さ
れ
て
、
重
篤
な

ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
に
な
り
ま
す
が
、
特

に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
1
（
チ
ア
ミ
ン
）
が
欠

乏
す
る
と
、
短
期
の
記
憶
障
害
が
特
徴
的

な
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
と
い
う
病
状
を
呈

し
ま
す
。
こ
の
病
気
で
は
、
初
期
治
療
で

大
量
の
チ
ア
ミ
ン
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
可
逆
的
に
改
善
（=

元
に
戻
る
）
し

ま
す
が
、
な
か
に
は
、
コ
ル
サ
コ
フ
症
候

群
と
い
う
、
近
時
記
憶
障
害
と
前
向
性
健

忘
、
作
話
が
主
要
徴
候
で
あ
る
慢
性
の
健
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

よ
る
休
校
や
外
出
制
限
に
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
生
活
リ
ズ
ム
は
変
わ
り
、
活
動
量
は

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
子

ど
も
の
肥
満
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
肥
満
が
引
き
起
こ
す
問
題
と
は
？
〉

　

子
ど
も
で
も
肥
満
は
、
様
々
な
健
康
障

害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
（
表
1
）。
問
題

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
問
題

　

過
体
重
の
た
め
膝
を
壊
し
た
り
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
を
併
発
し
ま
す
。
女
子
で
は

月
経
異
常
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
高
血
圧
や
2
型

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
肥
満
自
体
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
結
果
、
壮
年
期
に
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
、
脳
卒
中
と
い
っ
た
重
大
な
疾
病

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

②
精
神
的
・
心
理
社
会
的
問
題

　

肥
満
の
子
ど
も
は
、
チ
ッ
ク
や
夜
尿
の

頻
度
が
高
い
で
す
。
頭
痛
や
腹
痛
、
嘔
吐

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気

分
が
不
安
定
に
な
り
、
う
つ
状
態
に
も
な

り
や
す
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
精
神
的
な

問
題
か
ら
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
と

い
っ
た
社
会
的
な
問
題
へ
と
発
展
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
子
ど
も
の
体
格
の
評
価
の
方
法
は
？
〉

　

子
ど
も
の
体
格
の
評
価
に
は
、「
肥
満

度
」
と
い
う
指
標
を
使
い
ま
す
。
計
算
式

は
複
雑
で
す
が
、
自
動
計
算
で
き
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
（
日
本

小
児
内
分
泌
学
会
：http://jspe.um

in.
jp/

）の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。「
肥
満
度
」

20
％
以
上
を
「
肥
満
」
と
し
、
そ
の
な
か

で
も
「
肥
満
度
」
50
％
以
上
を
「
高
度
肥

満
」
と
し
ま
す
。

　

他
に
は
「
ウ
エ
ス

ト
」
も
参
考
に
な
り

ま
す
。
小
学
生
で
は

腹
囲
75
㎝
以
上
、
中

学
生
で
は
80
㎝
以
上

あ
る
場
合
、「
内
臓

脂
肪
蓄
積
の
可
能
性

あ
り
」
と
評
価
し
ま

す
。

　

体
格
の
変
化
に
は

「
成
長
曲
線
」
が
有

用
で
す
（
図
）。
身

長
と
体
重
を
経
時
的

に
グ
ラ
フ
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
太
り
だ

し
た
時
期
や
、
肥
満

の
進
行
の
程
度
が
視

覚
的
に
わ
か
り
ま

す
。

子
ど
も
の
肥
満
に
つ
い
て
考
え
る

新
潟
大
学
医
学
部
新
潟
地
域
医
療
学
講
座
　
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
小
児
科

�

小 

川 

洋 
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あ
り
ま
せ
ん
。
肥
満
の
子
ど
も
は
、
大
人

に
な
っ
て
も
高
率
に
肥
満
の
ま
ま
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
っ
て
か
ら

痩
せ
る
よ
り
も
、
肥
満
を
予
防
す
る
取
り

組
み
が
大
切
で
す
。

　

幼
児
期
か
ら
の
心
掛
け
が
、
将
来
の
肥

満
予
防
の
第
一
歩
で
す
。
体
を
あ
ま
り
動

か
さ
な
い
、
甘
い
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を

好
む
と
い
っ
た
生
活
習
慣
は
、
2
〜
3
歳

か
ら
身
に
つ
く
か
ら
で
す
。

　

小
・
中
学
生
は
、
学
校
で
の
定
期
的
な

身
体
計
測
で
、
体
格
を
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
多
く
の
自
治
体
で
行
っ
て
い
る
「
小

児
生
活
習
慣
病
健
診
」
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
内
容
は
各
自
治
体
に
よ
っ
て
若

干
異
な
り
ま
す
が
、
身
体
計
測
、
血
圧
測

定
や
脂
質
異
常
症
な
ど
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
検
査
を
行
い
ま
す
。
健
診
会
場
で
、

教
育
講
演
や
生
活
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
市
町

村
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

〈
最
後
に
〉

　

子
ど
も
の
肥
満
予
防
・
肥
満
解
消
に

は
、
家
族
の
理
解
と
協
力
が
最
も
大
切
で

す
。
子
ど
も
は
大
人
と
比
べ
て
、
正
し
い

判
断
や
意
思
決
定
、
実
行
と
継
続
が
難
し

く
、
周
り
の
環
境
に
流
さ
れ
や
す
い
か
ら

で
す
。
家
族
で
良
い
生
活
習
慣
を
実
施
、

継
続
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
励

み
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
健
康

を
守
る
大
変
良
い
取
り
組
み
で
す
。

〈
参
考
文
献
〉

　

小
児
肥
満
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
７
，
編
集
：
日
本
肥
満
学
会
，
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
出
版
，
２
０
１
７
．

く
だ
さ
い
。

〇

肥
満
解
消
の
た
め
の
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

は
？

　

運
動
は
筋
肉
を
減
ら
さ
ず
痩
せ
や
す
い

体
質
へ
と
変
わ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
運

動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
日
々
続
け
ら
れ

る
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
運
動
教
室

で
も
い
い
で
す
が
、
続
け
ら
れ
な
け
れ

ば
、
効
果
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

肥
満
の
子
ど
も
が
運
動
を
続
け
る
た
め

に
中
学
生
で
あ
れ
ば
部
活
動
へ
の
入
部
を

お
勧
め
し
ま
す
。
競
技
系
の
部
活
は
苦
手

な
お
子
さ
ん
に
は
、
ダ
ン
ス
部
や
登
山

部
、
体
を
動
か
す
文
化
系
の
活
動
、
例
え

ば
吹
奏
楽
部
な
ど
が
い
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
登
下
校
の
際
に
は
、
バ
ス
や

電
車
で
は
な
く
自
転
車
を
使
用
す
る
、
自

転
車
で
は
な
く
徒
歩
で
通
学
す
る
、
と

い
っ
た
方
法
も
継
続
し
や
す
い
で
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
運
動
量
が
自
然
と

増
え
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

〇
規
則
正
し
い
生
活
と
は
？

　

規
則
正
し
い
生
活
と
は
、
上
述
の
食
事

と
運
動
の
ほ
か
に
「
早
く
寝
て
睡
眠
時
間

を
十
分
取
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
ス
マ
ホ

や
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
時
間
を

決
め
て
使
用
す
る
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
肥
満
の
原
因
だ
け
で
な
く
、
学
力
低

下
や
、
衝
動
性
や
う
つ
傾
向
と
い
っ
た
精

神
的
な
異
常
な
ど
様
々
な
障
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

〈
肥
満
の
予
防
法
は
？
〉

　

一
旦
太
る
と
痩
せ
る
こ
と
が
容
易
で
は

　

ま
ず
は
3
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
、

で
す
。
特
に
朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

次
に
、
口
喝
時
の
水
分
補
給
に
気
を
付

け
る
こ
と
で
す
。
ジ
ュ
ー
ス
は
な
る
べ
く
控

え
、無
糖
の
お
茶
か
お
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

牛
乳
や
乳
酸
菌
飲
料
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

果
汁
が
含
ま
れ
る
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
も
太
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
良
か
れ
と
思
っ
て
、
こ
れ

ら
を
飲
ま
せ
す
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

食
事
に
関
し
て
は
、
菓
子
パ
ン
や
カ
ッ

プ
麺
の
み
で
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
ま

す
。
お
か
ず
は
肉
や
魚
を
使
っ
た
主
菜
だ

け
で
な
く
、
野
菜
中
心
の
お
か
ず
で
あ
る

副
菜
も
積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

か
と
い
っ
て
、
子
ど
も
の
場
合
は
食
事

制
限
が
厳
し
す
ぎ
る
と
、
身
長
の
伸
び
が

悪
く
な
る
な
ど
成
長
に
影
響
し
ま
す
の

で
、
食
事
制
限
を
厳
し
く
し
す
ぎ
な
い
で

〈
子
ど
も
の
肥
満
の
原
因
は
？
〉

　

子
ど
も
の
肥
満
の
多
く
は
以
下
の
原
因

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

・

過
食
傾
向
で
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
脂
肪

食
を
好
む

・

身
体
活
動
を
好
ま
な
い
性
向
ま
た
は
生

活
習
慣

・

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
プ
ラ
ス
に
な
り
や

す
い
遺
伝
的
形
質

〈
肥
満
の
子
ど
も
へ
対
応
は
？
〉

〇
健
康
障
害
を
有
す
る
肥
満
の
場
合

　

既
に
肥
満
に
伴
う
健
康
障
害
を
認
め
る

場
合
は
、
医
療
機
関
で
の
専
門
的
な
治
療

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
必
要
に
よ
り
薬
物

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
治
療
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

〇
健
康
障
害
を
有
し
な
い
肥
満
の
場
合

　

健
康
障
害
を
有
し
な
い
肥
満
で
も
、
い

ず
れ
生
活
習
慣
病
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
と

い
っ
た
、
大
き
な
病
気
の
原
因
と
な
り
え
ま

す
。
ま
た
肥
満
で
あ
る
た
め
に
体
育
が
苦

手
で
あ
っ
た
り
、
体
型
を
か
ら
か
わ
れ
た
り

し
て
、
そ
れ
ら
が
原
因
で
学
校
嫌
い
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
健
康
障
害
の
な

い
場
合
で
も
肥
満
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

〈
肥
満
解
消
の
た
め
の
具
体
的
な
方
法

は
？
〉

　

肥
満
解
消
の
た
め
に
は
、
お
や
つ
を
含

め
た
食
事
の
確
認
、
日
々
の
運
動
量
の
確

認
、
生
活
リ
ズ
ム
の
確
認
、
が
原
則
と
な

り
ま
す
。

〇

肥
満
解
消
の
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

は
？
（
表
2
）
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免
疫
力
と
は

　
「
疫
（
病
気
）
を
免
れ
る
力
」
の
こ
と

で
す
。
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
免
疫
は
、

「
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
り
難
い
、
か

か
っ
て
も
重
症
化
せ
ず
に
治
り
や
す
く
す

る
」〝
自
然
免
疫
〟
と
、「
い
ろ
い
ろ
な
病

気
を
完
全
に
治
し
、
一
度
か
か
っ
た
病
原

体
に
は
二
度
と
か
か
ら
な
く
す
る
」〝
獲

得
免
疫
〟
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
あ
る
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
す
る
と

〝
自
然
免
疫
〟
が
即
対
応
し
ま
す
が
、
撃

退
不
可
能
な
強
い
病
原
体
の
場
合
は
、〝
獲

得
免
疫
〟
に
よ
り
体
か
ら
完
全
に
排
除
さ

れ
て
治
癒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。〝
自

然
免
疫
〟
を
担
当
す
る
Ｎ
Ｋ
（natural

killer

）
細
胞
の
活
性
が
低
下
す
る
と
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
頻
発
し
た
り
、
症
状
が
長

引
い
た
り
、
重
篤
な
症
状
に
な
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
免
疫
力
の
評
価

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
又〝
自
然
免
疫
〟

は
自
助
努
力
に
よ
り
免
疫
力
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
現
在
世
界
中
に
蔓
延

し
て
い
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
な
い
た
め
の
免
疫
は
〝
獲
得
免
疫
〟

で
あ
り
、
こ
れ
を
得
る
に
は
、
一
度
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
し
か
な
く
、

そ
の
た
め
に
も
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
食
事
を
通
じ

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫

シ
ス
テ
ム
を
特
別
に
増
強
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
特
定
の
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
感
染
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

体
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
と
は
、
体
内
に
侵

入
し
た
異
物
か
ら
体
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
免
疫

シ
ス
テ
ム
に
は
、
多
く
の
栄
養
素
や
関
連

の
物
質
が
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
の
腸
に
は

　

免
疫
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
免
疫
細
胞

が
集
中
し
て
お
り
、
全
身
の
免
疫
細
胞
の

約
7
割
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
又
、
小
腸

の
壁
に
存
在
す
る
パ
イ
エ
ル
板
は
、
免
疫

細
胞
に
体
に
有
害
な
異
物
を
学
習
さ
せ
て

訓
練
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
訓
練
さ
れ
た

免
疫
細
胞
は
、
腸
内
で
免
疫
に
関
与
し
た

り
、
血
液
に
乗
っ
て
体
の
各
所
で
病
原
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃
し
ま
す
。

　

腸
は
ま
さ
に
「
全
身
の
免
疫
本
部
」
で

す
。
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
腸
の

環
境
を
改
善
し
、
そ
の
働
き
を
活
発
に
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

体
内
の
腸
内
細
菌
は

　

善
玉
の
菌
と
悪
玉
の
菌
と
そ
の
ど
ち
ら

で
も
な
い
中
間
の
菌
の
3
グ
ル
ー
プ
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
互
い
に
密
接
な
関
係
を

も
ち
な
が
ら
、
複
雑
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌
の
種
類
は
個
人
に

よ
っ
て
極
め
て
多
様
で
、
食
事
や
在
住
国

な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
異
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
悪
玉
菌
は
、
た
ん
ぱ
く
質

や
脂
質
が
中
心
の
食
事
、
不
規
則
な
生

活
、
各
種
ス
ト
レ
ス
、
便
秘
な
ど
が
原
因

で
腸
内
に
増
え
て
き
ま
す
。
健
康
的
な
腸

内
細
菌
は
善
玉
菌
（
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
乳

酸
菌
）
が
優
勢
で
乳
酸
や
酢
酸
な
ど
を
作

り
、
腸
内
を
酸
性
に
し
て
悪
玉
菌
の
増
殖

を
抑
え
て
、
体
の
免
疫
力
を
高
め
る
効
果

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
面
か
ら
免
疫
力
を
高
め
る
に
は

１　
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
て
腸
内
細

菌
叢
を
改
善
し
、腸
内
環
境
を
整
え
る
。

・「
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
（
有
用
な
作

用
を
も
た
ら
す
生
き
た
善
玉
菌
）」
を

直
接
摂
取
す
る
こ
と
で
、ヨ
ー
グ
ル
ト
・

乳
酸
菌
・
納
豆
・
漬
物
な
ど
の
食
品
や
、

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
乳
酸
菌
を
毎
日
継
続

し
て
摂
取
し
腸
に
補
充
し
ま
す
。

・「
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
（
腸
内
に
存

在
す
る
善
玉
菌
を
増
や
す
作
用
が
あ
る

食
材
）」
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
野
菜
・

果
物
・
豆
類
に
多
く
含
ま
れ
る
オ
リ
ゴ

糖
や
食
物
繊
維
を
摂
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
ま
す
。

２　

各
種
の
栄
養
素
を
適
正
に
摂
取
す

る
。

　

栄
養
素
で
は
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ｎ
─
3

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に

公
益
社
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子
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摂
る
。

・

美
味
し
く
、
楽
し
く
、
食
事
を
と
る
環

境
づ
く
り
を
心
が
け
る
。

　

腸
内
環
境
や
免
疫
細
胞
の
働
き
は
人
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
あ
る
特
定
の
食

品
が
免
疫
力
を
高
め
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
一
種
類
の
食
品
に
限
定
せ
ず
、

多
種
類
の
食
材
か
ら
、
色
々
な
栄
養
素
を

と
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

免
疫
力
は
年
齢
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
低

下
し
ま
す
。
体
を
動
か
す
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
、
充
分
な
休
養
も
免
疫
力
ア
ッ

プ
に
は
大
切
に
な
り
ま
す
。

系
脂
肪
酸
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
鉄
、
亜
鉛
、
銅
、

セ
レ
ン
、
乳
酸
菌
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
栄
養
素
の
摂
取
不
足
等
は
免
疫
シ
ス

テ
ム
の
機
能
低
下
に
つ
な
が
り
、
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
ま
す
。
免

疫
能
を
維
持
す
る
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
に
よ
り
、
各
種
の
栄
養
素

を
適
正
に
摂
取
し
て
栄
養
不
良
を
起
こ
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
免
疫
能
が
低
下
し
て
も
、
適
切

な
食
事
に
よ
り
免
疫
能
を
回
復
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適
正
な
摂
取
も
大

切
で
、
や
せ
て
も
肥
満
で
も
感
染
リ
ス
ク

は
高
く
な
り
ま
す
。

３　
食
事
で
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
。

・

1
日
3
食
の
食
事
を
規
則
正
し
く
、
よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
。

・

毎
食
の
食
事
は
、主
食（
ご
は
ん
、パ
ン
、

麺
な
ど
）
と
主
菜
（
肉
、
魚
、
卵
、
大

豆
製
品
な
ど
）
と
副
菜
（
野
菜
類
、
き

の
こ
類
、
海
藻
類
な
ど
）
を
組
み
合
わ

せ
て
適
量
を
摂
る
。

・

果
物
、
乳
製
品
を
毎
日
習
慣
的
に
適
量

　

本
文
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

は
大
切
で
す
。

　

で
は
、
何
を
ど
の
く
ら
い
摂
取

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

図
は
、
厚
生
労
働
省
・
農
林
水

産
省
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」で
す
。「
一

日
に
こ
ん
な
も
の
を
こ
れ
く
ら
い

食
べ
る
と
よ
い
」
と
い
う
目
安
で

す
。

　

軸
が
水
分
で
、
コ
マ
を
ま
わ
す

た
め
に
適
度
な
運
動
が
必
要
で

す
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と

コ
マ
が
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
足
り
な

い
も
の
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
に
使
用

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

年
齢
・
性
別
・
身
体
活
動
量
に

よ
っ
て
、
コ
マ
の
大
き
さ
は
異
な

る
の
で
、
詳
細
は
農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（https://w
w
w
.m
aff.go.jp/

j/syokuiku/zissen_navi/
balance/index.htm

l

）
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表紙画説明
御山竜胆（おやまりんどう）
リンドウ科　花期：8～9月
　深山に生える日本特産の多年草。エゾリンドウに似ているが少し小さい。花
は茎の先端に数個つく。花冠は濃紫色で長さ2～3㎝あり、平開しない。高さ20
～50㎝になる。

　この絵のモデルは鉢に植えたものをお借りして描きました。花は開かないの
で描き易いのですが、青紫の花の色がうまく出せなかったことを思い出しまし
た。私は実寸大に書くことと質感を表現したくてこの様な彩色をしているので、

塗り重ねやホワイトも使い描いています。私のギャラリーは季節の花と描いた絵を一緒に展示しています。描き
終えたばかりの絵は、モデルになった花と一緒に展示しますので、形、色…対比して見れるようになっています。
写真を見て描くことはしません。モデルの花が先生です。

表紙題字　書家 大矢大拙氏

令和元年度 がん治療と就労 両立支援セミナー 開催状況報告
　当財団では平成31年度より新たな事業として、がんになっても治療と就労の両立が可能となる
よう、職場における取組事例や各種支援制度の周知及び理解促進を図るため、企業の経営者や人
事労務担当者、医療関係者などを対象とするセミナーを開催しています。
　令和 2年 2月に開催した「がん治療と就労両立支援セミナー〈がんになっても働きたい〉」に
ついて概要をご紹介します。

　令和 2年 2月14日（金）新潟市民プラザにて開催し、約50名から参加いただきました。
　最初に基調講演「がん治療と就労の両立支援」と題し、日本医師会総合政策研究機構主席研究
員の上家　和子先生をお招きしご講演いただきました。その中で、「事業場における治療と仕事
の両立支援のためのガイドライン」の内容および現場での活用の現状にふれ問題提起していただ
きました。がん患者本人が、家族や他の患者、主治医、職場の上司や同僚、産業医、それぞれと
コミュニケーションを密にとることができ、がんになったけれども仕事を続けられることが当た
り前の社会が目の前までやってきており、また実現するために今日のようなセミナーが、がん治
療と就労の両立を考えるきっかけとなればと結ばれていました。
　続いて、上家先生を司会にパネルディスカッションを行い、労働行政の立場から新潟労働局労
働基準部　健康安全課長高橋英人様、がん経験者の立場から日本対がん協会　がんサバイバー・
クラブマネジャー横山光恒様、がん治療医の立場から新潟県立がんセンター新潟病院内科部長
今井洋介様、事業場の立場から株式会社ナカムラ経営管
理部課長石黒ゆか様、産業医・かかりつけ医の立場から
新潟産業保健総合支援センター所長興梠建郎様、多職種
の関与の重要性などについて新潟医療福祉大学社会福祉学
部社会福祉学科准教授五十嵐紀子様の 6名のパネリスト
に討論していただきました。
　全体を通して、聴講者からは、両立支援の仕組みだけで
なく、患者とどう共生していけるのか心に響いたなど感想
をいただきました。

≪ラジオCM放送日時≫
　当財団では、BSNラジオで次の内容のCMを放送中です。放送期間は令和 3年 2月25日までの予定です。
いつまでも健康に過ごすために健（検）診を受診し、生活習慣病を早期発見しましょう!

放　送　時　間 曜　日 テ　ー　マ

午前 8時39分頃（交通速報後）
毎週火曜 特定健診の普及啓発
毎週木曜 がん検診の普及啓発


